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三

二
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
三

二
三

〓
〓
〓
〓
三

〓
〓
〓
〓
〓
〓
三

〓
〓
〓
〓
〓
〓

〓
〓
〓
三

〓
二
〓
二
一〓
〓
〓
一〓
〓
〓
〓
二
〓
〓
〓
〓

〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
三

〓
〓
〓
〓
〓
〓
Ξ

〓
〓
〓
〓
〓
〓
二
〓
〓
三

〓
一〓
〓
〓
〓
〓
〓
三

二
〓
三

〓
〓
〓
≡

〓
三

〓
〓
〓
〓
〓
三

〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓

〓
〓
一〓
〓
三

〓
〓
一〓
〓
〓
〓
〓
〓
三

〓
〓
〓
〓
〓
三

〓
〓
〓
〓
三

二
三

〓
〓
〓
〓
〓
二
〓
〓

〓
〓
〓
〓
三

〓
〓
〓
三

〓
〓
〓
〓
三

‐‐‐‐‐‐‐

【方
法
の
選
択
】

ち
を

「上
手
に
」
「動
か
す
」
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か

‐‐‐‐‐‐‐‐　
　
生
活
教
育
の
実
践
の
面
白
い
と
こ
ろ
は
、
そ
の
方
法
の
多
彩
　
　
　
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
そ
れ
は
子
ど
も
た
ち
か
ら
、
迷
う
機
会
、

‐‐‐‐‐‐‐

‐‐‐‐‐‐‐‐
　
さ
で
す
。
何
か
教
育
の
方
法
を
ひ
と
つ
思
い
浮
か
べ
て
み
て
く

別
の
こ
と
を
す
る
機
会
、
そ
し
て
何
の
た
め
の
指
示
か
を
考
え
　
‐‐‐‐‐‐‐

‐‐‐‐―‐‐
　
ま
す
。
「
一
時
で
の
指
示
は
ひ
と
つ
」
と

‐‐‐‐‐‐‐
　
わ
れ
て
い
ま
す
。
教
育
実
習
で
も
、
実
習
生
が
ご
ち

や
ご
ち
ゃ
指
示
し
て
子
ど
も
が
混
乱
す
る
と
き
、
ひ

前
の
子
ど
も
た
ち
を
よ
く
見
て
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
る
　
‐‐‐‐‐‐‐

と
つ
の
指
示
を
明
確
に
出
し
て
徹
底
し
な
さ
い
と

の
で
す
。
子
ど
も
理
会
、
発
達
研
究
が
方
法
選
択
の

「指
導
」
が
は
い
る
こ
と
が
多
い
で
し
ょ
う
ｃ

基
準
と
な
り
ま
す
。

生
活
教
育
で
は
、
両
極
を
考
え
ま
す
。　
一
時
に
い

私
た
ち
が
、　
ハ
ウ
ツ
ー
本
や
授
業
書
か
ら
も

〈学

く
つ
も
指
示
す
る
方
法
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
場
合
に

ぶ

〉

こ

と

が

で

き

る

の

は
、

「
え

え

―

つ
、

ち

が

う

よ
つ
た
ら
指
示
し
な
い
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

や
り
方
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
」
と
書
い
て
い
な
い
方

ん
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
両
極
の
幅
の
中
で
、
い
ろ

法
を
思
い
浮
か
べ
ら
れ
る
の
と
、
そ
の
違
和
感
は
子

い
ろ
な
指
示
の
方
法
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
の

ど
も
も
持
つ
だ
ろ
う
と
感
じ
て
、
子
ど
も
を
想
定
し

多
彩
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
ひ
と
つ
選
ぶ
、

た
ち
が
う
方
法
に
修
正
し
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
で

と
い
う
豊
か
な
選
択
肢
を
も
っ
た
教
師
に
な
り
ま
す
。
は
じ
め

き
る
か
ら
で
し
ょ
う
ｃ

（研
究
部

・
加
藤
聡

一
）

に
考
え
た
方
法
の
弱
点
も
わ
か
り
、
ひ
と
つ
の
方
法
を
絶
対
化
　
　
　
〈参
考
文
献
〉

し
て
視
野
を
狭
く
す
る
こ
と
や

「定
型
化
」
か
ら
も
逃
れ
ら
れ

●
ル
ソ
ー

（今
野

一
雄
訳
）
「エ
ミ
ー
ル

（上
）
一
岩
波
文
庫
、
岩
波
書
店
、
改
版
二
〇
〇
七
年

（原

」「
一　一　一　一　一　一　一　二
　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　二
　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　二
　一　一　一　二
　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　二
　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　二
　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　二
　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　二
　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　二
　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　二
　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　二
　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　． 　．

だ
さ
い
。
生
活
教
育
で
は
、
そ
れ
に
と
ら
わ
れ
ず
、
す
ぐ
広
げ
　
　
　
る
機
会
を
奪
い

い
う
方
法
は
よ
く
使
　
　
　
れ
ま
せ
ん
ｃ
で
は

ノ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
幅
の
中
で
ど
れ
で
も
　
‐‐‐‐‐‐

か
と
い
う
と
、
そ
う
で
も
あ
り
ま
せ
ん
ｃ
目
の
　
‐‐‐‐‐‐‐

著

一
七
六
二
年
）、　
一
七

一
、
一
七
三
、
二
四
〇
ベ
ー
ジ
。

ま
す
。
「
一
時
で
の
指
示
は
ひ
と
つ
」
の
方
法
を
積
み
上
げ
れ

２
九
鬼

一
人

一新
カ
ン
ト
学
派
の
価
値
暫
学
　
体
系
と
生
の
は
ざ
ま
一
弘
文
堂
、　
一
九
八
九
年
。

ば
、
「授
業
書
」
の
よ
う
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
で
き
、
子
ど
も
た

リ
ッ
カ
ー
ト
哲
学
の
ま
と
め
ｃ
デ
ュ
ー
イ
が
批
判
し
た
価
値
論

（教
科
論
）。
三
九
ぺ
―
ジ
６

「指
示
待
ち
人
間
」
を
育
て
て
い
る
カ
も

し

ヽ
　

　

゛
、ヽ

〓

〓
〓
二

〓
二

三

〓
〓
〓
〓
■
■

き
ｎ

ん
ヌ

壽
一
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受
験
区
分

小
学
校

中
学
校

高
等
学
校

特別支

援学校

護
諭

養
教

栄養
教諭

教科 (科 日)

氏

名

フリガナ (4:) (名 )

漢字
小

中

高

小

中

県

立
小 県

中立

性

別
男 女

電話番号 ( ) 年

目

生

月
年  月  日

携 帯番号 ( )

○ 令和4年度 (2022年度)採用愛知県公立学校教員採用選考試験願書(次紙)

※ 職歴がこの職歴欄に書ききれない場合は、別紙「職歴記載用紙 (次紙 )」 に記載して下さい。

出1層1貯 一必ガー

受験番 号

写真日
,ヽ 付欄

写真 (3ヶ 月以内に

撮影)裏面に受験区

分・教科 (科 日)・

氏名を記入してくだ

さぃ。 ;縦 4 cm、  オ黄3

cnの顔正面写真を強

力なノリで貼り付け

てください。

削
劇
＝
岬
関

報

望

賢
一

県

学

講

に

晴

希

宇
一

知

立

の

用

る

‐
供

粥
一

愛

公

（
任

す

提

‐ ィド

有

無

己   ア  ピ ル
自

目
自分の個性や長所、自己PRなど)

ヽ

騎

2

ミ
ヽ

特  」支 特  徴  等

部

活

動

等

の
所

属

中 学 校

高 等 学 校

大  学

競

技

・
表

彰
等

の
記
録

専

門

特

記

事

項

賞罰・処分歴等

(期間を下記 職歴 欄に記入すること)

なし あり (

職

歴

勤 務 先 所 在 地 在 職 午 月 職 務 (職 名 )

職 以外 にも、在 家庭 や予 備 校 など、在職 年 月の期 間 に途 切 れ が 生 じないよう記 入 すること。賞罰・処分歴がある場合は期間を記入

※ 願書に事実と異なる内容の記載があった場合は、合格又は補欠の決定を取り消すことがあります。

´
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■
一
〓
〓
〓
〓
〓
〓

‐‐‐‐‐‐‐

【人

・
も
の

・
コ
ト
】

‐‐‐‐‐‐　
　
生
活
教
育
の
中
で
も
、
特
に
社
会
科
や
総
合
学
習
で
、
「地

‐‐‐‐‐‐‐　
域
に
あ
る

〈人

・
も
の
。
コ
ト
〉
を
発
見
す
る

・
か
か
わ
る
」

‐‐‐‐‐‐‐
　
な
ど
と
よ
く
使
わ
れ
る
フ
レ
ー
ズ
で
す
。

‐‐‐‐‐‐　
　
子
ど
も
や
地
域
、
ま
た
自
分
の
教
育
実
践
を
見
る
と
き
、
忘

‐‐‐‐‐‐
　
れ
が
ち
な
こ
と
を
思
い
出
し
、
全
体
像
を
描
く
う
え

‐‐‐‐‐‐
　
で
大
変
有
効
な
視
点
で
す
。

‐‐‐‐‐‐‐　
　
近
代
の
教
育
は
、
知
識
や
学
力
、　
つ
ま
り

〈
コ

‐‐‐‐‐‐‐
　
卜
〉
に
集
中
す
る
悪
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
人
や
も

‐‐‐‐‐‐
　
の
と
切
り
離
さ
れ
た
ま
ま
で
は
、
〈
コ
ト
）
の
内
容

‐‐‐‐―‐　
自
体
も
単
な
る
記
号
や
徳
目
に
堕
し
て
い
き
ま
す
。

‐‐‐‐‐‐‐
　
　
コ
ペ
ル
君
は
、
〈人
間
分
子
の
関
係
、
網
目
の
法

‐‐‐‐‐‐‐
　
則
）
を
発
見
し
ま
す
。
粉
ミ
ル
ク
が
搾
乳
か
ら
赤
ち

‐‐‐‐‐‐
　
ゃ
ん
が
飲
む
ま
で
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
日
本

‐‐‐‐‐‐‐
　
ま
で
、
多
く
の
人
の
手
を
介
し
て
届
け
ら
れ
て
い
る

‐‐‐‐‐‐‐
　
コ
ト
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
と
人
の
関
係
を
、
市

‐１１１１‐
　
ど
ま
ら
ず
、
生
産

・
労
働
と
い
う

〈も
の
〉
を
介
し
た

‐――‐‐‐‐
　
り
と
し
て
と
ら
え
て
い
ま
す
。

‐‐‐‐‐‐‐‐‐　
　
算
数
で
抽
象
的
な
か
け
算
と
い
う

〈
コ
ト
〉
を
学
ぶ
と
き
で

‐‐‐‐‐‐‐‐
　
も
、
そ
れ
を
話
し
合
い
と
い
う

〈人
〉
の
関
係
に
乗
せ
、
ま
た

三

〓
〓
〓
二
〓
三

二
〓
〓
〓
〓
〓
三

〓
三

〓
〓
〓
〓
Ξ

〓
〓
三

〓
Ｅ
〓
〓
〓
三

〓
〓
二
〓
〓
〓
三

〓
〓
〓
三

〓
〓
三

〓
〓
三

二
〓
〓
〓
〓
三

〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓

〓
〓
〓
〓
三

〓
三

〓
〓
〓
〓
三

〓
〓
三

〓
〓
〓
〓
二
〓
〓

〓
三

二
〓
〓
〓
〓
三

〓
〓
〓

〓
〓
〓
二
〓
〓
〓

〓
二
〓

〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
三

〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
三

〓
〓

〓
〓
〓
〓
三

〓
三

〓
〓
〓
〓

〓

〓
〓
三

〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
庁

民
で
と

つ
な
が

Ｊ

〓
三

〓
三

三

〓
三

三

三

三

〓

〓

三

二

三

〓

三

二
三

三

三

二

三

三

〓

三

二

三

二

三

三

〓
二

三

〓
三

〓

三

〓
〓

〓

三

〓
三

〓

〓

〓

〓

三

三

三

〓

三

二

〓
三

〓

三

三

三

〓

三

三

〓

三

〓

Ｅ

〓

〓

〓
〓
〓

〓
〓

三

〓
三

〓

≡

三

二

〓

〓

二

〓

三

三

三

三

〓

三

〓

〓
三

三

〓

二
三

〓
三

〓

〓

〓
三

〓
〓

三

〓

〓

〓
〓
三

二

三

三

三

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
生
活
の
中
に
あ
る

〈も
の
〉
で
使
わ
れ
る

こ
と
で
、
〈
コ
ト
〉
の
理
解
は
深
ま
り
ま
す
。

哲
学
的
に
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
テ
オ
ー
リ
ア
、
プ
ラ
ク

シ
ス

（社
交
）、
ポ
イ
エ
ー
シ
ス

（制
作
）
に
対
応
し
、
ペ
ス

タ
ロ
ッ
チ
だ
と
、
〈頭

。
手

・
心
〉
と
対
応
し
ま
す
。　
ヘ
ル
バ

ル
ト
が
、
ポ
イ
ェ
ー
シ
ス
や

〈手
〉
を
欠
落
さ
せ
て
、

陶
冶
と
訓
育

（教
科
と
特
別
活
動
）
だ
け
で

〈教
育

学
〉
を
組
み
立
て
て
し
ま
っ
た
の
で
、
生
活
教
育
は
、

こ
の
回
復
を
は
か
り
、
〈も
の
〉
を
強
調
し
て
、
生

産

。
労
働
や
芸
術
制
作
、
教
室

へ
の
持
ち
込
み
を
重

視
し
て
き
ま
し
た
ｃ

東
日
本
の
復
興
再
生
に
あ
た
っ
て
も
、
資
源
と
い

ン
つ

〈も
の
〉
の
視
点
を
持
っ
て
い
る
教
育
が
決
定
的

に
重
要
で
す
。

（研
究
部

・
加
藤
聡
一
）

参
考
文
献
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